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決 算 報 科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果告 書 頁 千円 千円332 土 木 事 務 所 費 886,114 776,382 効率的な公共事業執行体制の整備等県土マネジメント部 越 28,490 １ 五條土木事務所十津川復旧復興課の移転企 画 管 理 室 諸 82,609 事 業 名 金 額 内 容起 19,600 645,683 五 條 土 木 事 務 所 千円 国道168号改良事業に伴い、支障となる十津川復旧復興課の庁舎及び職前年度繰越分 前年度繰越分 十津 川復 旧復興 課 179,102 員宿舎を移転28,490 28,490 庁 舎 等 移 転 事 業当該年度分 当該年度分857,624 747,892翌年度へ繰越41,469334 県土マネジメント諸費 74,803 62,264 ２ 公共事業における電子化の推進公 共 工 事 契 約 課 手 8,724 事 業 名 金 額 内 容用 地 対 策 課 繰 6,568技 術 管 理 課  46,972 千円 公共工事等において電子入札システムの利用を行い、電子入札対象範囲を順次拡大土木一式、建築一式、舗装等の工事及び建設コンサルタント等の業務委談合防止対策としての 12,374 託の入札を実施入 札 電 子 化 事 業 実施件数 1,920件成 果 指 標 24年度 25年度 26年度電子入札１件あたりの参加者数（名） 17.2 14.9 15.5３ 行政情報の共有化の推進事 業 名 金 額 内 容千円 地理情報の各部局間での共有、蓄積、活用を図るため、基盤となるデータ及び利用環境を整備地 理 情 報 共 有 化 2,540 地理情報システム（ＧＩＳ）利活用講習会を職員向けに開催推 進 事 業 開催回数 ３回参加者数 77名



雇用対策の推進［「平成26年度 重点課題に関する評価」掲載課題］４ 若者の就労支援事 業 名 金 額 内 容建 設 技 術 者 確 保 千円 建設業における若年者の入職促進・人材育成を支援するため、若年者を育 成 事 業 5,480 期間雇用し、企業実習・職業訓練を実施[ 緊 急 雇 用 ] 雇用者数 ４名336 道路橋りよう総務費 2,730,275 2,719,389 効率的・効果的な基盤整備［「平成26年度 重点課題に関する評価」掲載課題］道 路 建 設 課 国 9,642 道路管理事業道 路 管 理 課 負 34,152 事 業 名 金 額 内 容2,675,595 千円 街路灯・トンネル、道路非常電話等の直接維持管理道 路 管 理 事 業 522,174 阪奈道路（県庁東交差点～県境）のパトロール等管理トンネル防災装置等の保守管理336 道 路 橋 り よ う 13,964,737 9,702,141 紀伊半島大水害からの復旧・復興［「平成26年度 重点課題に関する評価」掲載課題］ 1,612,752千円維 持 管 理 費 国 4,056,267 事 業 名 金 額 内 容(道 路 管 理 課) 手 1,283繰 205,489 千円 紀伊半島大水害により地すべりの兆候が見られた箇所について、斜面監道路施設維持修繕事業 100,804越 235,635 視及び迂回路の整備・保全を実施諸 68,138起 3,439,300 災害の再発を防止するため、災害復旧事業と併せて実施道路 災害 関連事 業 382,981 1,696,029 県道高野天川線（天川村南日裏）前年度繰越分 前年度繰越分3,565,338 3,306,161 紀伊半島大水害により崩落の危険が生じた法面の災害防除対策を実施道路災害防除事業 586,261当該年度分 当該年度分 国道168号（十津川村折立）、169号（川上村迫）10,399,399 6,395,980翌年度へ繰越 緊急輸送道路である国道168号・169号にかかる橋梁の耐震補強及び補修3,101,777 橋 りよう補修事業 542,706 を実施国道168号（宇井大橋）、169号（大栃橋外２橋）



決 算 報 科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果告 書 頁 千円 千円 効率的・効果的な基盤整備［「平成26年度 重点課題に関する評価」掲載課題］１ 道路維持修繕事業事 業 名 金 額 内 容千円 道路施設維持修繕道路の陥没、照明器具、防護柵・高欄等の補修道路施設環境整備路肩や中央分離帯等の草刈り道路施設維持修繕事業 1,567,600 国道168号、169号、県道奈良生駒線外39路線[一部地域・経済活性化] 道路清掃、冬期の雪寒対策橋りよう維持補修橋梁の防護柵修繕、塗装塗り替え工事などの小規模修繕県道奈良生駒線（富雄橋）外３橋２ 道路橋りよう保全整備事業 6,369,966千円事 業 名 金 額 内 容千円 崩落の発生箇所や兆候がある箇所の法面対策工事等補 助 事 業 3,444,100千円 61カ所国道166号、168号、169号、309号、310号、368号、369号、370号、425号県道奈良名張線、高野天川線、大台大迫線、龍神十津川線外14路線道路災害防除事業 3,460,866 完了箇所国道166号（葛城市竹内地区）、県道吉野室生寺針線（東吉野村滝野地区）外４カ所道路災害の発生防止を図るための小規模な法面対策工事等県単独事業 16,766千円国道168号、169号、369号、425号、県道龍神十津川線遮音壁、低騒音舗装により、騒音を低減化沿道環境整備事業 20,113 県道奈良生駒線（奈良市）損傷の著しい路面の舗装補修国道25号、165号、166号、168号、169号、309号、310号、368号、舗 装 補 修 事 業 1,629,336 369号、370号、425号県道桜井明日香吉野線、奈良名張線、吉野室生寺針線外53路線



「奈良県橋梁長寿命化修繕計画」に基づく、橋梁の修繕及び緊急輸送道路上の橋梁の耐震補強を実施橋りよう補修事業 978,945 国道25号、163号、165号外22路線52橋完了箇所新不動橋、下鳥見橋、遅瀬橋外16橋第三者被害が想定される道路施設を対象とした緊急点検道路ストック総点検 280,706 トンネル、橋梁、道路照明等協働の推進［「平成26年度 重点課題に関する評価」掲載課題］ 83,685千円事 業 名 金 額 内 容千円 地元自治会等が自主的に実施する草刈りや清掃活動等に対する支援み ん な で ・ 奈良市般若寺町自治会（県道木津横田線）外97団体4,441守 ロ ー ド 事 業 成 果 指 標 24年度 25年度 26年度参加団体数（団体） 96 97 98来県者の多い観光地へのアクセス道路を中心に、花と緑で観光客をもてなす空間を提供大宮通り（国道369号、県道奈良生駒線）、大和中央道（県道大和郡花いっぱい推進事業 79,244 山広陵線）外７路線成 果 指 標 24年度 25年度 26年度植栽面積（㎡） 840 840 980市町村への支援［「平成26年度 重点課題に関する評価」掲載課題］事 業 名 金 額 内 容千円 市町村管理橋梁のメンテナンスサイクル（点検・診断～長寿命化計画～修繕・更新）の円滑化を支援点 検 受 託 御杖村、高取町、大淀町、下市町、下北山村公共土木事務市町村 46,810 設 計 受 託 御所市、御杖村支 援 事 業 補修工事受託 御杖村成 果 指 標 24年度 25年度 26年度市町村管理橋梁定期点検受託数（件） 7 3 5



決 算 報 科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果告 書 頁 千円 千円338 道 路 橋 り よ う 17,793,297 11,952,798 医療の充実［「平成26年度 重点課題に関する評価」掲載課題］新 設 改 良 費 国 6,308,379 事 業 名 金 額 内 容(道 路 建 設 課) 繰 139,881越 549,149 千円 新奈良県総合医療センター周辺道路の整備新奈良県総合医療セン諸 42,317 144,681 県道枚方大和郡山線（奈良市中町）、枚方大和郡山線（大和郡山市柳ター周辺道路改良事業起 4,485,200 町）427,872前年度繰越分 前年度繰越分 紀伊半島大水害からの復旧・復興［「平成26年度 重点課題に関する評価」掲載課題］6,116,351 6,067,213当該年度分 当該年度分 事 業 名 金 額 内 容11,676,946 5,885,585 千円 五條新宮道路の整備推進翌年度へ繰越 国道168号 辻堂バイパス、川津道路、阪本工区4,508,626 地域を支える主要な道路の整備推進道 路 改 良 事 業 4,845,529 国道169号 高取バイパス 国道309号 丹生バイパス道路改良等基礎調査道路網としての整備の必要性、緊急度等の調査効率的・効果的な基盤整備［「平成26年度 重点課題に関する評価」掲載課題］１ 道路改良事業事 業 名 金 額 内 容「奈良県道路整備基本計画」に基づく「骨格幹線道路ネットワーク」及千円 び「供用の見通しを公表した箇所」等の整備主な供用箇所国道25号 福住道路 平成27年３月31日県道大峯山公園線 中越工区 平成27年３月31日県道桜井田原本王寺線 保津西工区 平成27年３月28日道 路 改 良 事 業 県道赤目掛線 今井工区 平成27年３月31日6,878,429[一部地域・経済活性化] 補 助 事 業 6,225,581千円国道25号、168号、169号、311号、369号、県道枚方大和郡山線、吉野室生寺針線、天理王寺線、桜井吉野線、天理環状線、結崎田原本線外48路線県単独事業 652,848千円県道吉野東吉野線、五條吉野線、河合大和高田線、今木出口線、阪本五條線外14路線



２ 道路整備計画の策定事 業 名 金 額 内 容千円 「奈良県みんなでつくる渋滞解消プラン」で選定した「地域の主要渋滞奈 良 県 渋 滞 解 消 68,691 箇所」（全63区間）に対して渋滞を解消するための計画を策定し、早期計 画 策 定 事 業 の事業効果発現を重視した対策を実施３ 市町村道路事業育成補助事 業 名 金 額 内 容市 町 村 道 路 千円 国や県の事業に密接に関連する市町村道を整備する市町村に対し補助15,468整 備 事 業 費 補 助 補助先 宇陀市340 道 路 環 境 整 備 費 3,846,421 2,096,580 ４ 交通環境の充実 498,379千円(道 路 環 境 課) 国 1,022,245 事 業 名 金 額 内 容繰 5,235越 77,330 千円 奈良公園や平城宮跡を含む奈良中心市街地エリアにおける交通渋滞対策起 656,800 の実施奈 良 中心 市街地 の 334,970 365,355 奈良公園・平城宮跡等を結ぶぐるっとバスの運行（195日間）交 通 対 策 事 業前年度繰越分 前年度繰越分 ぐるっとバスを活用したパークアンドバスライドの実施1,144,139 1,047,554 春７日間 秋14日間 （合計21日間）当該年度分 当該年度分2,702,282 1,049,026 奈良公園エリアの交通渋滞対策及び奈良公園の魅力向上に向けた施策を翌年度へ繰越 実施877,710 奈良公園交通対策事業 133,024 奈良公園への車両の流入抑制の一環として、登大路自動車駐車場のターミナル化に向けた予備設計を実施するとともに、附属施設の基本構想を策定５ 交通安全対策 1,597,472千円事 業 名 金 額 内 容千円 交通事故の危険性を解消するため、通学路や交差点における安全対策、歩道や自転車道の整備等交通安全を確保する取組を推進補 助 事 業 1,499,308千円交通安全施設整備事業 1,590,004 国道165号、166号、168号、169号、309号、県道奈良生駒線、[一部地域・経済活性化] 榛原菟田野御杖線外18路線（25路線中４路線の歩道整備完了）県単独事業 90,696千円国道369号、県道矢田寺線



決 算 報 科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果告 書 頁 千円 千円 事 業 名 金 額 内 容千円 道路交通要因と交通事故との関連性分析を行うため、警察が管理する交交通安全施設調査事業 7,468 通事故情報を基に県管理道路で発生した交通事故について、発生場所・事故形態・当事者種別等の情報を整理し、交通事故データベースを作成342 直轄道路事業費負担金 7,500,000 4,111,568 紀伊半島大水害からの復旧・復興［「平成26年度 重点課題に関する評価」掲載課題］(道 路 建 設 課) 起 3,700,200 事 業 名 金 額 内 容411,368 千円 紀伊半島大水害からの復興に向けた道路整備を推進京奈和自動車道の整備（大和御所道路、大和北道路）供用箇所専用部京奈和自動車道 大和御所道路（御所ＩＣ～御所南ＩＣ）平成27年３月21日直轄道路事業負担金 3,356,411 西名阪自動車道・京奈和自動車道（郡山下ツ道ＪＣＴ～郡山南ＩＣ） 平成27年３月22日一般部天理王寺線～桜井田原本王寺線間 平成27年３月28日紀伊半島アンカールートの整備国道168号 十津川道路、長殿道路、風屋川津・宇宮原工区国道169号 奥瀞道路Ⅱ期効率的・効果的な基盤整備［「平成26年度 重点課題に関する評価」掲載課題］直轄道路事業費負担金事 業 名 金 額 内 容千円 直轄道路の整備促進のための県負担国道25号 名阪国道、斑鳩バイパス直轄道路事業負担金 755,157 国道163号 清滝生駒道路国道165号 香芝柏原改良



342 地 域 交 通 対 策 費 370,313 339,126 くらしやすいまちづくり（地域性を活かした住み良いまちづくりの推進）［「平成26年度 重点課題に関する評価」掲載課題］(地 域 交 通 課) 国 33,970 公共交通機関を利用したまちづくり 308,573千円使 17,914 事 業 名 金 額 内 容繰 11,537越 1,801 千円 市町村や交通事業者を交えて、地域の実情に応じた公共交通のあり方を諸 50 交通基本戦略推進事業 18,243 検討 273,854 公共交通基本計画策定に向けた資料収集及び課題整理等前年度繰越分 前年度繰越分2,450 1,801 県と奈良交通（株）との連携協定に基づき、バス利用促進を目的とした当該年度分 当該年度分 支援策を実施367,863 337,325 公共交通（バス）環境向上事業翌年度へ繰越 県内におけるバス利用環境の向上を図るため、ノンステップバスの連携 協定 に基づ く8,550 56,618 車両購入及びバス停上屋等の整備に対し補助バス 交通 支援事 業 ノンステップバスの導入支援 ５台バス停（上屋）の整備基数 ２基成 果 指 標 24年度 25年度 26年度奈良交通ノンステップバス導入率（％） 24.0 28.4 32.3奈良県基幹公共交通ネットワーク計画に位置づけられた路線の運行を確保するため、運行経費及びノンステップバスの導入費用をバス事業者に対し補助運行費補助補助対象額 経常費用と経常収入の差額補 助 率 県1／2（経常費用の30％（過疎地域は50％）を上限）奈良県基幹公共交通 211,361 補 助 対 象 22路線26系統ネットワーク確保事業 車両購入費補助補助対象額 導入車両の減価償却費（上限あり）補 助 率 県1／3補 助 対 象 ノンステップバス導入 ６台（うち新規１台）成 果 指 標 24年度 25年度 26年度補助対象系統数（系統） 30 30 26コミュニティバス等の地域公共交通の効率的な運行に向け、４市町村の協議会が実施する運行効率化計画の策定及び車両購入に対し補助安心して暮らせる地域 9,013 対象地域 五條市、葛城市、明日香村、大淀町公共交通確保事業 成 果 指 標 24年度 25年度 26年度運行効率化計画等策定累計件数（件） 4 6 10



決 算 報 科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果告 書 頁 千円 千円 事 業 名 金 額 内 容千円 鉄道駅における段差の解消等のバリアフリー整備を行う鉄道事業者に対し補助近鉄郡山駅 警告・誘導ブロック等設置鉄道駅バリアフリー 13,338 尺 土 駅 エレベーター２基等、設置に向けた調査・設計整 備 事 業 平 端 駅 エレベーター５基等、設置に向けた調査・設計成 果 指 標 24年度 25年度 26年度駅構内の段差が解消された鉄道駅数（駅） 55 57 57効率的・効果的な基盤整備［「平成26年度 重点課題に関する評価」掲載課題］１ 交通環境の充実 23,948千円事 業 名 金 額 内 容リニア中央新幹線 千円 ＪＲ東海から協力を求められる、地方自治体としての役割を果たすため、2,776調 査 検 討 事 業 リニア中央新幹線の整備推進に向けた調査検討を実施リニア中央新幹線建設促進奈良県期成同盟会を核とした、リニア中央新幹線の整備推進に向けた広報啓発活動等の実施リニア中央新幹線建設促進奈良県期成同盟会総会開催 １回リニア中央新幹線展の開催 場所 県民ホール、図書情報館等リニ ア中 央新幹 線 三重県・奈良県リニア中央新幹線建設促進会議開催 ２回3,257整 備 推 進 事 業 国・鉄道事業者等への要望活動 11回広報啓発 霞ヶ関駅看板設置、乗合バスポスター作成等成 果 指 標 24年度 25年度 26年度奈良県ホームページ（リニア該当ページ）へのアクセス件数（件） － 17,586 18,003ヘリポートの管理運営を実施奈良 県ヘ リポー ト 17,915 成 果 指 標 24年度 25年度 26年度運 営 事 業 ヘリポート使用料（千円） 17,117 17,286 20,192



344 河 川 維 持 修 繕 費 802,237 758,383 ２ 河川維持修繕事業 721,164千円(河 川 課) 負 1,297 事 業 名 金 額 内 容使 151手 223 千円 河川堤防の除草、河道流下の妨げとなっている堆積土砂の浚渫、護岸の財 4,902 修繕を実施河川 維持 修繕事 業 670,675751,810 堤防除草工 98河川 堆積土砂浚渫工 60河川護岸等修繕 62河川天理ダム、初瀬ダム、白川ダム、岩井川ダム、大門ダムの管理施設に係ダム維持修繕事業 42,092 る修繕河川の安全利用に関する啓発水難事故多発地域である吉野町宮滝地区で重点的な事故対策を実施河川安全対策事業 8,397 監視員３名を配置 平成26年７月１日～９月15日成 果 指 標 24年度 25年度 26年度宮滝地区死亡事故件数（件（名）） 0(0) 0(0) 0(0)景観・環境の保全と創造（美しく風格のあるまちなみ景観の保全・創造）［「平成26年度 重点課題に関する評価」掲載課題］37,218千円事 業 名 金 額 内 容千円 地元自治会と連携して河川護岸部分に花を植栽し、憩いと潤いのある河川空間を創出川の彩り花づつみ事業 3,396 成 果 指 標 24年度 25年度 26年度植栽面積（㎡） 940 1,194 1,733より良い河川空間を創出するため、地元自治会やＮＰＯなどの団体が自地 域 が 育 む 主的に行う除草等の維持管理活動に対する支援3,822川 づ く り 事 業 成 果 指 標 24年度 25年度 26年度事業参加団体数（団体） 50 52 50河川環境を一定に保つために堤防除草、堆積土砂除去、護岸等修繕工事河川空間のアセット 30,000 を一括して発注することにより河川の包括管理を実施マネジメント事業 葛下川、飛鳥川、秋篠川



決 算 報 科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果告 書 頁 千円 千円346 河 川 改 良 費 6,996,239 4,577,889 紀伊半島大水害からの復旧・復興［「平成26年度 重点課題に関する評価」掲載課題］(河 川 課) 国 1,659,542 事 業 名 金 額 内 容負 467繰 394,315 新 宮 川 水 系 堆 積 千円199,759 新宮川水系（熊野川、神納川）における堆積土砂の除去等越 533,251 土砂処分推進事業起 1,638,500351,814 効率的・効果的な基盤整備［「平成26年度 重点課題に関する評価」掲載課題］前年度繰越分 前年度繰越分 河川改良事業 4,372,132千円2,548,870 2,536,257当該年度分 当該年度分 事 業 名 金 額 内 容4,447,369 2,041,632 千円 流下能力が不足していることによりはん濫するおそれのある河川や、浸翌年度へ繰越 水被害が頻発する地域にかかる河川改良、及び良好な河川空間の整備を1,684,061 実施補 助 事 業 2,799,429千円河 川 改 良 事 業 3,657,986 竜田川、富雄川、地蔵院川外24河川[一部地域・経済活性化] 完了箇所 安位川県単独事業 858,557千円不毛田川、甘田川、丹生川外77河川水辺の遊歩道整備事業河川堤防を利用した周遊ルートの形成水位などの河川情報の収集・提供を充実し、水害の軽減を図るため、河川情報システムを整備水位観測局増設河川情報基盤整備事業 643,025 庵住橋水位観測局外３カ所雨量観測局及び水位観測局の情報伝送ルートの二重化整備柳生雨量観測局外22カ所、秋篠水位観測局外33カ所適正な河川管理を図るため、不法投棄や不法占拠の防止対策を実施県単河川美化事業 23,353 大和川外30河川大和川水系の河川整備計画の見直しを検討河川整備計画調査事業 47,768 大和川流域総合治水対策における流域対策の推進を検討雨量と河川水位の関係についてデータ分析



くらしやすいまちづくり（地域性を活かした住み良いまちづくりの推進）［「平成26年度 重点課題に関する評価」掲載課題］川辺のまちづくりの推進事 業 名 金 額 内 容千円 子どもから高齢者までが安心して暮らせる河川空間を軸としたまちづくりのあり方について調査検討河川空間を軸とした 関係者の懇談会やワークショップ、住民参加のイベントを実施ま ち づ く り 5,997 モデル箇所 飛鳥川（田原本町）検 討 事 業 地域の自主的なまちづくり活動支援懇談会の開催等 ３回346 砂 防 費 8,134,216 5,415,240 紀伊半島大水害からの復旧・復興［「平成26年度 重点課題に関する評価」掲載課題］ 2,310,026千円(砂防・災害対策課) 国 2,483,702 事 業 名 金 額 内 容負 37,860繰 65,000 千円 紀伊半島大水害による土砂崩壊等の危険な状況に対処するため、砂防設砂 防 激 甚 災 害 対 策越 298,652 備を設置特 別 緊 急 事 業 ・ 850,000起 2,263,700 鍛冶屋谷（五條市）外６地区特 定 緊 急 砂 防 事 業 266,326 （保全対象 人家150戸 ほか）前年度繰越分 前年度繰越分3,599,611 3,045,376 紀伊半島大水害により発生した地すべりに対処するため、地すべり防止当該年度分 当該年度分 地すべり激甚災害対策 施設を設置1,308,1614,534,605 2,369,864 特 別 緊 急 事 業 宇宮原地区（十津川村）外４地区翌年度へ繰越 （保全対象 人家106戸 ほか）2,185,941 砂防設備の設置により、土石流等による被害から人家等を保全通 常 砂 防 事 業 25,689 北股川（野迫川村）大規模土砂災害に対応した監視・警戒・避難のシステム構築及び深層崩大 規 模 土 砂 災 害 壊のメカニズムの解明とその対策の研究122,735対 策 推 進 事 業 研究成果を「平成23年紀伊半島大水害大規模土砂災害に関する調査・研究報告」としてとりまとめ、ホームページ等により公開国際シンポジウム「インタープリベント2014」連携企画『防災セミナー』の開催開催日 平成26年11月24日国 際 防 災 学 会 等 3,441 場 所 奈良県文化会館開 催 事 業 国際シンポジウム「インタープリベント2014」の後援開催日 平成26年11月25日～28日場 所 新公会堂



決 算 報 科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果告 書 頁 千円 千円 効率的・効果的な基盤整備［「平成26年度 重点課題に関する評価」掲載課題］１ 砂防事業 3,061,499千円事 業 名 金 額 内 容千円 砂防設備の設置により、土石流等による被害から人家等を保全補 助 事 業 1,407,230千円事業箇所 百々川北流（御所市）外31渓流（保全対象 人家1,243戸 ほか）通 常 砂 防 事 業 1,543,435 完了箇所 寺垣内沢（下北山村）[一部地域・経済活性化] （保全対象 人家44戸 ほか）県単独事業 136,205千円事業箇所 灰立川（宇陀市）外13渓流（保全対象 人家380戸 ほか）急傾斜地崩壊防止施設の設置により、急傾斜地の崩壊による被害から人家等を保全補 助 事 業 992,604千円事業箇所 黒崎地区（桜井市）外35地区急傾斜地崩壊対策事業 （保全対象 人家302戸 ほか）1,099,000[一部地域・経済活性化] 完了箇所 桃俣地区（御杖村）外８地区（保全対象 人家66戸 ほか）県単独事業 106,396千円事業箇所 大岩地区（大淀町）外10地区（保全対象 人家34戸 ほか）地すべり防止施設の設置により、地すべりによる被害から人家等を保全補 助 事 業 22,216千円事業箇所 下多古地区（川上村）外２地区（保全対象 人家106戸 ほか）地すべり対策事業 52,068 完了箇所 室生地区（宇陀市）[一部地域・経済活性化] （保全対象 人家61戸 ほか）県単独事業 29,852千円事業箇所 宝山寺地区（生駒市）外３地区（保全対象 人家120戸 ほか）危険箇所等調査事業 170,636 土砂災害ハザードマップ作成の支援及び危険箇所の調査砂防施設等の保守・修繕を行うことにより、機能及び性能を維持・確保砂防維持修繕事業 2,168 し、人家等を保全今井谷川（桜井市）外４カ所



土砂災害防止法に基づく土砂災害警戒区域等の調査を実施平成26年度指定箇所数土砂災害基礎調査事業 177,051 土砂災害警戒区域（イエロー区域） 4,727カ所土砂災害特別警戒区域（レッド区域） 47カ所急傾斜の崩壊、土石流及び地すべりの恐れがある土地に関する調査を実砂防 関係 調査事 業 15,983 施沼田原地区（吉野町）外２地区大滝 関連 地すべ り 地すべり変状把握のための調査1,158調 査 事 業 人知地区（川上村）348 ダ ム 建 設 費 732,969 455,502 ２ ダム建設事業 400,055千円(河 川 課) 国 123,466 事 業 名 金 額 箇 所 名 内 容負 7,770越 19,628 千円 風景鑑賞等に利用できるオープンスペースとして起 183,400 大門ダム景観整備事業 36,468 大 門 ダ ム 活用するためダム堰堤周辺の空間を活かした修景 121,238 植栽を実施前年度繰越分 前年度繰越分253,153 253,152 天理ダム 貯砂堰堤設置天理ダム、初瀬ダム当該年度分 当該年度分 堰 堤 改 良 事 業 297,675 初瀬ダム 遠隔監視設備整備白 川 ダ ム479,816 202,350 白川ダム 分流堰設備更新翌年度へ繰越201,167 ダム管理施設の保守点検、維持管理ダ ム 管 理 事 業 65,912 天理ダム外４カ所 管理区域の除草・清掃350 直轄河川事業費負担金 2,400,655 2,156,475 紀伊半島大水害からの復旧・復興［「平成26年度 重点課題に関する評価」掲載課題］(河 川 課) 起 1,963,300 事 業 名 金 額 内 容193,175 千円 紀伊半島大水害による河道閉塞（土砂ダム）等の対策工事直轄河川事業負担金 1,719,107 五條市大塔町赤谷地区・宇井地区、天川村坪内地区、野迫川村北股地区、十津川村長殿地区・栗平地区効率的・効果的な基盤整備［「平成26年度 重点課題に関する評価」掲載課題］直轄河川事業費負担金事 業 名 金 額 内 容千円 流域治水安全度の向上、浸水被害の軽減を目的として国が直接行う河川等の整備促進や適正な維持管理に対する県負担河川等の整備直轄河川事業負担金 437,368 大和川、紀の川河川等の維持管理大和川、木津川



決 算 報 科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果告 書 頁 千円 千円350 まちづくり推進総務費 833,927 755,504 観光の振興［「平成26年度 重点課題に関する評価」掲載課題］(地域デザイン推進課) 国 15,818 宿泊力の強化739,686 事 業 名 金 額 内 容翌年度へ繰越45,465 千円 良質なホテル及び周辺施設を一体的に整備し、賑わいと交流の拠点とす県営 プー ル跡地 の 29,001 るため、ホテル事業者の公募・選定及びホテル以外の部分の事業者公募賑わいづくり検討事業 に向けた検討を実施景観・環境の保全と創造（美しく風格のあるまちなみ景観の保全・創造）［「平成26年度 重点課題に関する評価」掲載課題］景観づくり・まちづくりの推進 26,306千円事 業 名 金 額 内 容千円 住民等が主体的に取り組むエリアマネジメント活動を推進するとともに、まちづくりフォーラム等の開催により住民主体のまちづくりを推進景 観 づ く り ・ フォーラム参加者数 131名ま ち づ く り 5,499 新規まちづくり活動着手地区 天理市柳本推 進 事 業 成 果 指 標 24年度 25年度 26年度ＮＰＯ等によるまちづくり活動着手地区数（カ所） 15 16 17まちづくりコンシェルジュ（県職員）と地元組織が協働してまちづくりマップを作成し、住民主体のまちづくり活動を活性化コンシェルジュによる 354 新規作成地区 天理市柳本魅力ある地域創出事業 成 果 指 標 24年度 25年度 26年度まちづくりマップ作成地区数（累計） 12 13 14花と緑があふれる地域づくりを推進するため、公共施設の敷地の周囲又公 共 施 設 で の 5,654 は敷地内に花壇を整備花いっぱい運動事業 郡山総合庁舎外20施設現代アートを入り口として町家の利活用促進及び地域価値の維持・向上ま ち な み 資 産 を のサイクルを構築するため、県内の歴史的なまちなみが残る地域におい活用したまちづくり 14,799 て、地域型アートプロジェクト「奈良・町家の芸術祭はならぁと」を開推 進 事 業 催開催日 平成26年11月７日～24日 来場者数 44,800名



くらしやすいまちづくり（地域性を活かした住み良いまちづくりの推進）［「平成26年度 重点課題に関する評価」掲載課題］１ 川辺のまちづくりの推進事 業 名 金 額 内 容千円 既存施設間の連携や河川空間の活用により、高齢者をはじめ多世代がい高齢者がいきいきと きいきと暮らせるまちづくりの方策について議論、検討する協議会の運暮らせるまちづくり 158 営支援モ デ ル 事 業 モデル箇所 佐保川（奈良市）協議会の開催等 ３回２ 地域の特徴を活かしたにぎわいあるまちづくり 22,505千円事 業 名 金 額 内 容市町村一まちづくり構想 千円 地域の特徴を活かし、住民が元気で暮らしやすく、賑わいのあるまちづ8,524推 進 事 業 くりを推進するため、県と市町村が協働し、調査、検討を実施県立医科大学の教育・研究部門などの移転整備を契機として、健康長寿医大・周辺まちづくり のまちづくりや附属病院への便利で快適なアクセスの検討を実施13,981検 討 事 業 大和八木駅～医大玄関前間の新設路線バスの運行経費に対する補助補助先 奈良交通株式会社352 街 路 事 業 費 4,105,476 2,781,449 効率的・効果的な基盤整備［「平成26年度 重点課題に関する評価」掲載課題］(地域デザイン推進課) 国 1,284,086 １ 街路事業 2,781,450千円繰 554,516 事 業 名 金 額 内 容越 52,059諸 1,780 千円 「奈良県道路整備基本計画」に基づく「骨格幹線道路ネットワーク」及起 836,800 び「ネットワークからのアクセス道路」の道路整備 52,208 補 助 事 業 2,127,425千円前年度繰越分 前年度繰越分 大森高畑線、奈良橿原線、城廻り線、石木城線、畝傍駅前通り線、1,828,129 1,795,262 街 路 改 良 事 業 奈良西幹線2,711,469当該年度分 当該年度分 [一部地域・経済活性化] 県単独事業 584,033千円2,277,347 986,187 ＪＲ関西線・桜井線、大森高畑線、奈良橿原線、西九条佐保線、翌年度へ繰越 城廻り線、石木城線、畝傍駅前通り線、中和幹線、奈良西幹線、880,101 新奈良県総合医療センターアクセス整備推進事業費補助 11千円補助先 奈良市総合都市交通体系 近畿圏における物資流動調査の調査手法や調査内容を検証するための事4,993調 査 事 業 前調査を実施平城宮跡周辺地域における街路渋滞 6,901 平城宮跡周辺地域における慢性的な渋滞の解消について検討対 策 検 討 事 業（ 仮 称 ） 奈 良 京奈和自動車道大和北道路（仮称）奈良インターチェンジと奈良中心部インターチェンジ 58,087 を結ぶアクセス道路の整備及び周辺地域の整備方策を検討するための調周 辺 整 備 事 業 査を実施



決 算 報 科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果告 書 頁 千円 千円354 土 地 区 画 整 理 費 704,248 361,803 ２ 土地区画整理事業(地域デザイン推進課) 国 210,354 事 業 名 金 額 内 容負 56,133越 15,383 千円 平群駅西地区の土地区画整理事業を実施する土地区画整理組合に対して起 76,700 補助土地区画整理事業 359,646 補助を行うことにより、支障建物の移転及び工事を推進 3,233 平成26年度末事業進捗率 70％前年度繰越分 前年度繰越分72,738 72,737当該年度分 当該年度分631,510 289,066翌年度へ繰越121,289354 公 園 事 業 費 6,325,896 4,107,849 ３ 公園事業 840,155千円(公 園 緑 地 課) 国 1,025,200 事 業 名 金 額 内 容使 14,949財 2 千円 ＰＦＩ手法を導入し、健康増進施設、競技施設、管理施設及び公園機能新県営プール施設等寄 12,072 659,956 施設を一体的に整備整 備 運 営 事 業繰 181,202 まほろば健康パーク・スイムピア奈良（平成26年７月供用開始）越 101,238諸 5,337 老朽化した園路や運動施設等の公園施設の整備起 1,290,400 大渕池公園、馬見丘陵公園、大和民俗公園補助都市公園整備事業 69,650 1,477,449 成 果 指 標 24年度 25年度 26年度前年度繰越分 前年度繰越分 県民一人当たり県立都市公園供用面積(㎡) 4.7 4.7 4.8812,582 789,891当該年度分 当該年度分 老朽化した園路等の公園施設の補修5,513,314 3,317,958 単独都市公園整備事業 44,461 大渕池公園、馬見丘陵公園、大和民俗公園、竜田公園、翌年度へ繰越 まほろば健康パーク1,329,645 樹木への樹名板の取り付け、野鳥の観察会等、県民が公園にふれあうためのイベントを開催公園 ふれ あい事 業 404 成 果 指 標 24年度 25年度 26年度講習会、教室等への参加人数（名） 138 217 177県立公園等をより県民に親しんでもらえる場とするための検討を実施公園等活用検討事業 4,000 大和民俗公園、竜田公園、矢田山遊びの森、御杖村内県有地県立 都市 公園緑 化 県立都市公園緑化基金を活用し、公園緑化を推進55基 金 運 営 事 業 馬見丘陵公園の花苗購入大渕 池公 園体育 館 61,629 大渕池公園体育館の耐震改修及び大規模改修工事を実施改 修 事 業



景観・環境の保全と創造（美しく風格のあるまちなみ景観の保全・創造）［「平成26年度 重点課題に関する評価」掲載課題］事 業 名 金 額 内 容千円 馬見丘陵公園の魅力向上や新たな名所づくりのための植栽等を実施チューリップ等によるパノラマ景観の創出奈良の彩りづくり事業 公園ボランティア「馬見花サポーター」の育成187,839( 馬 見 丘 陵 公 園 ) ボランティアハウスの整備成 果 指 標 24年度 25年度 26年度花緑ボランティア登録数（名） － 26 35観光の振興[「平成26年度 重点課題に関する評価」掲載課題］観光基盤の整備とにぎわいづくり 2,779,028千円事 業 名 金 額 内 容平城宮跡の利活用 千円 平城宮跡の利活用を推進するため、トイレ及び駐車場等の管理運営、平推 進 事 業 1,234,585 城宮跡歴史公園（朱雀大路西側地区）の用地取得及び公園整備に係る調[一部地域・経済活性化] 査・設計を実施飛 鳥 ・ 藤 原 地 域 飛鳥・藤原地域の歴史的資産のひとつである史跡・名勝飛鳥京跡苑池の36,788魅 力 向 上 事 業 保存整備等に係る調査・設計を実施馬見丘陵公園において花と親しむイベントを開催や ま と 花 ご よ み 開催時期 平成26年10月４日～19日38,106開 催 事 業 成 果 指 標 24年度 25年度 26年度馬見フラワーフェスタ来場者数（名） 108,500 95,200 126,000大和民俗公園において公園の里山林等を活用したイベントを開催なら 民博 ふるさ と 開催時期 平成26年11月15日～16日2,476フェ スタ 開催事 業 成 果 指 標 24年度 25年度 26年度なら民博ふるさとフェスタ来場者数（名） － － 4,886県庁東交差点～大仏殿交差点間及び若草山麓の歩道を整備ＪＲ奈良駅及び近鉄奈良駅から奈良公園に至る移動動線上や観光拠点に奈 良 公 園 施 設 おいて無料公衆無線ＬＡＮ（Ｗｉ－Ｆｉ）設備を整備魅 力 向 上 事 業 757,749 旧奈良公園管理事務所を新公会堂と一体的なコンベンション施設として[一部地域・経済活性化] 整備平成27年４月 奈良春日野国際フォーラム甍～Ｉ・ＲＡ・ＫＡ～に改称



決 算 報 科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果告 書 頁 千円 千円 事 業 名 金 額 内 容千円 奈良の観光のシンボルである奈良のシカの保護育成、啓発活動を行うとともに（一財）奈良の鹿愛護会の活動を支援奈良の鹿保護育成事業 41,451 成 果 指 標 24年度 25年度 26年度鹿サポーターズクラブの会員数（名） 55 100 125平城宮跡でのにぎわいを創出するため、魅力あるイベントを開催春季イベント「平城京天平祭」開催時期 平成26年５月３日～５日内 容 平城京天平行列、飲食物販、ステージイベント等来場者数 44,000名夏季イベント「平城京天平祭・夏2014」平 城 宮 跡 内 252,198 開催時期 平成26年８月29日～31日イベント展開事業 内 容 光の祭典、燈花会＠大極殿、飲食物販、ステージイベント等来場者数 51,000名秋季イベント「平城京天平祭・秋2014」開催時期 平成26年11月１日～９日内 容 古代行事の再現、花の展示、飲食物販、ステージイベント等来場者数 51,000名平城京歴史館の管理運営平城京歴史館運営事業 67,561 成 果 指 標 24年度 25年度 26年度来館者数（名） 49,271 52,640 45,210「しあわせ回廊～なら瑠璃絵」開催開催時期 平成27年２月８日～14日内 容 奈良公園と東大寺、春日大社、興福寺を幻想的な光の回廊でつなぎ、３社寺で夜間拝観を実施奈良公園光とあかりの 冬花火の祭典10,790イ ベ ン ト 事 業 若草山焼き行事にあわせ、全国花火競技大会で受賞した花火を若草山麓で打ち上げ、観光オフシーズンの誘客を促進開催時期 平成27年１月24日成 果 指 標 24年度 25年度 26年度なら瑠璃絵来場者数（名） 371,000 370,000 426,000夏の奈良の夜の魅力を高めるため、ろうそくを主とした灯りにより奈良公園一帯を演出な ら 燈 花 会 事 業 3,600 開催時期 平成26年８月５日～14日成 果 指 標 24年度 25年度 26年度なら燈花会来場者数（名） 862,000 918,000 904,000



県外からの宿泊観光客の増加を図るため、社寺等と連携した旅行商品を造成し、首都圏を中心に販売「奈良うまし冬めぐり」として、ホームページや旅行会社のパンフレッ奈良公園周辺への宿泊客 ト等に掲載し広報17,300誘客キャンペーン事業 開催時期 平成27年１月10日～３月８日成 果 指 標 24年度 25年度 26年度社寺等と連携した旅行商品への参加者数（名） 1,815 4,474 11,936春日大社式年造替を契機とした誘客促進キャンペーンを展開式年造替で体験できる催事や、県内主要催事を集約したオフィシャル奈 良 観 光 パンフレット等の作成304,971キャ ンペ ーン 事業 旅行商品造成に向けた関係機関との調整東京、名古屋、博多等の大都市でのＰＲ活動ＴＶ・雑誌を活用した広報宣伝奈良公園観光地域活性化基金を活用し、奈良公園の観光資源としての価奈良 公園 観光 地域 値を高める事業に対し補助11,453活 性 化 基 金 事 業 補助対象事業なら瑠璃絵事業・若草山焼き事業・興福寺中金堂再建事業奈良公園の管理 15,316千円事 業 名 金 額 内 容千円 春日奥山道路（県管理区間）の料金収納委託有料 施設 管理事 業 1,443 成 果 指 標 24年度 25年度 26年度春日奥山道路利用台数（台） 6,710 5,842 6,139公 園 清 掃 事 業 13,873 奈良公園の清掃及び公衆トイレの清掃管理358 新 公 会 堂 費 213,400 209,939 新公会堂の文化芸術活動(公 園 緑 地 課) 使 80,245 事 業 名 金 額 内 容諸 8,863起 34,000 千円 開催日 平成27年１月10日 86,831 新春わかくさ能・狂言 内 容 仕舞、狂言、能、ワークショップ、能面等展示2,628開 催 事 業 成 果 指 標 24年度 25年度 26年度新春わかくさ能・狂言入場者数（名） 434 492 409



決 算 報 科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果告 書 頁 千円 千円360 住 宅 総 務 費 1,195,118 1,073,846 効率的・効果的な基盤整備［「平成26年度 重点課題に関する評価」掲載課題］(住 宅 課) 国 133,116 県営住宅の管理使 456,298 事 業 名 金 額 内 容手 9,600越 27,680 千円 県営住宅の入退去、家賃徴収、施設維持・修繕等の管理諸 77,176 管理戸数 44団地 8,244戸 369,976 空家募集 募集戸数482戸（140戸） 応募倍率2.33倍（1.56倍）前年度繰越分 前年度繰越分 （注）（ ）内は福祉向け住宅で内数55,360 55,360 指定管理者制度当該年度分 当該年度分 住 宅 管 理 437,280 平成19年度導入（売間・稗田団地）1,139,758 1,018,486 平成22年度拡大（天理・纒向・橿原・坊城団地）平成24年度拡大（紀寺・六条・北和・姫寺・平城・六条山・東高田・天理南・阿部・橿原ニュータウン・山崎団地）入居者対策家賃滞納者住宅明渡請求提訴 14件人材・組織マネジメントと財政マネジメント［「平成26年度 重点課題に関する評価」掲載課題］歳入の確保事 業 名 金 額 内 容千円 退去者の滞納家賃の徴収を弁護士に委託県営住宅退去滞納者 成 果 指 標 24年度 25年度 26年度738家 賃 収 納 事 業 債権回収会社又は弁護士の回収完了件数（件） 5 10 35くらしやすいまちづくり（地域性を活かした住み良いまちづくりの推進）［「平成26年度 重点課題に関する評価」掲載課題］１ 住宅新築資金等貸付事業費補助事 業 名 金 額 補 助 対 象 団 体 事 業 内 容千円 奈良市外11市町村償還 推進 助成事 業 95,524 償還事務等に要する費用の一部助成一部事務組合２ 住生活ビジョン推進事業事 業 名 金 額 内 容千円 奈良県住生活ビジョンの推進モデル地域における住民ニーズ・生活実態の調査等に基づき、地域の住 生 活 ビ ジ ョ ン まちづくり方針を策定6,274推 進 事 業 成 果 指 標 24年度 25年度 26年度サービス付き高齢者向け住宅の登録戸数（戸） － 995 1,244



紀伊半島大水害からの復旧・復興［「平成26年度 重点課題に関する評価」掲載課題］新しい集落づくり 255,433千円事 業 名 金 額 内 容復 興 住 宅 建 設 等 千円 紀伊半島大水害の被災地である３市村が行う公的賃貸住宅建設等に対し134,271補 助 事 業 補助復 興 住 宅 建 設 等 紀伊半島大水害の被災地である３市村が復興住宅建設等を実施するため119,080支 援 事 業 に必要となる業務を支援住まい、インフラ、福祉、産業など多岐にわたる分野の復興事業を横断復興集落づくり調整 2,082 的に調整・管理するため、集落復興に取り組む市村によるファシリテー・ 管 理 支 援 事 業 ター（専門家）の活用を支援362 住 宅 建 設 費 1,382,255 1,347,060 効率的・効果的な基盤整備［「平成26年度 重点課題に関する評価」掲載課題］(住 宅 課) 国 653,485 県営住宅建替・改善の推進 1,332,752千円越 161 事 業 名 金 額 内 容起 651,10042,314 千円 小泉団地を建て替えることにより、高齢者や障害者の方に対応できる住前年度繰越分 前年度繰越分 戸を確保県営住宅建替事業 1,146,5971,239,168 1,229,915 小泉団地第３期 建替建設工事当該年度分 当該年度分 平成26年11月竣工、平成27年１月供用開始143,087 117,145 老朽化の進む団地における各種改修工事県営住宅ストック 186,155 稗田団地 外壁改修工事総 合 改 善 事 業 坊城団地 屋上防水改修工事、汚水処理設備改修工事



決 算 報 科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果告 書 頁 千円 千円364 建 築 指 導 費 111,853 84,732 安全・安心の確保（防災危機管理の強化）［「平成26年度 重点課題に関する評価」掲載課題］(建 築 課) 国 14,614 １ 住宅・建築物耐震化の促進 4,862千円手 13,395 事 業 名 金 額 内 容56,723 千円 既存木造住宅耐震診断支援事業昭和56年の新耐震基準以前に建てられた木造住宅の耐震診断に要する経費の一部を助成1,721 対象 財政力指数0.7未満の市町村大和高田市外21市町村 157戸成 果 指 標 24年度 25年度 26年度市町村が補助する耐震診断実施件数（件） 286 278 218住 宅 ・ 建 築 物耐 震 化 促 進 事 業 既存木造住宅耐震改修支援事業昭和56年の新耐震基準以前に建てられた木造住宅の耐震改修に要する経費の一部を助成3,141 対象 財政力指数0.7未満の市町村大和高田市外13市町村 29戸成 果 指 標 24年度 25年度 26年度市町村が補助する耐震改修実施件数（件） 67 63 46２ 災害に強いまちづくりの推進（建築物対策） 764千円事 業 名 金 額 内 容千円 被災建築物応急危険度判定士の養成・登録を行うことにより、地震発災時における二次的被害の防止体制を整備被災建築物応急危険度 740 平成26年度登録者数 169名判定制度推進事業 成 果 指 標 24年度 25年度 26年度登録者数（名） 1,128 1,100 1,080なら安全安心住まい・まちづくり協議会を運営し、建築物の安全安心施奈良県建築物安全安心 策の実施24実 施計画推進事業 違反建築防止月間における街頭啓発イベントの実施実施日 平成26年10月15日 参加者数 約1,000名



３ 災害に強いまちづくりの推進（宅地対策） 4,859千円事 業 名 金 額 内 容千円 被災宅地危険度判定士の養成・登録を行うことにより、地震発災時における二次的被害の防止体制等を整備被 災 宅 地 危 険 度 150 平成26年度登録者数 75名判 定 事 業 成 果 指 標 24年度 25年度 26年度登録者数（名） 397 417 435大規模盛土造成地を抽出し、その結果を「大規模盛土造成地マップ」と宅 地 耐 震 化 4,709 して公表推 進 事 業 平成26年度調査市町村数 38市町村くらしやすいまちづくり（地域性を活かした住み良いまちづくりの推進）［「平成26年度 重点課題に関する評価」掲載課題］県民のニーズにあった住まい・まちづくりの維持・向上事 業 名 金 額 内 容千円 建築基準法上の道路情報をデータベース化し、建築物を建てられる道路を明確化建築基準法指定道路 24,328 大和郡山市、御所市 1,355km等 調 査 事 業 成 果 指 標 24年度 25年度 26年度道路判定済市町村数（市町村） 13 18 18


